
ド
ナ
ル
ド

・
ト
ラ
ン
プ
米

大
統
領
が
、
北
朝
鮮
の
金
正

恩

（キ
ム

・
ジ
ョ
ン
ウ
ン
）

朝
鮮
労
働
党
委
員
長
に
最
後

通
告
を
突
き
付
け
た
！

「
『
完
全
か
つ
検
証
可
能
で

不
可
逆
的
な
非
核
化
』

（
Ｃ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
）
で
や
ら
な
い
場
合

は
、
北
朝
鮮
を
先
制
攻
撃
す

る
」
と
い
う
宣
言
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
米
朝
の
ジ

ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ト
の
よ
う

な
駆
け
引
き
に

一
喜

一
憂
し

て
い
る
が
い
こ
れ
を
ど
う
読

む
か
卜
¨

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
北
朝
鮮

や
、
背
後
で
影
響
力
を
強
め

る
中
国
の
ペ
ー
ス
に
は
ま
ら

ず

「完
全
非
核
化
」
を
要
求

し
た
わ
け
で
、

「オ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
」

（――

一
括
妥
結
お

よ
び
履
行
）
し
か
な
い
。
も

し
、
北
朝
鮮
が

「核

・
ミ
サ

イ
ル
実
験
」
を
し
た
場
合
、

即
、
軍
事
攻
撃
と
な
ろ
う
。

そ
れ
を
解
く
カ
ギ
は
（
意

外
に
も
米
中
関
係
に
あ
る
。

米
国
は
、
北
朝
鮮
と

「非
核

北を生かすも殺すも習政権次第

化
」
交
渉
を
行
う

一
方
で
、

中
国
と
熾
烈
な
貿
易
戦
争
を

展
開
し
て
い
る
。

米
国
の
２
０
■
７
年
の
対

中
貿
易
赤
字
は
３
７
５
２
億

′レ
ド

（
約
４．
兆
１
３
６
９
億

円
）
と
、
全
体
の
半
分
近
く

を
占
め
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ

氏
は
３
月
■
日
、
安
価
な
鉄

鋼

・
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
の
輸
入

に
対
す
る
報
復
関
税
を
課
す

方
針
を
表
明
。
中
国
は
米
国

か
ら
の
農
作
物
の
輸
入
量
を

削
減
す
る
と
応
じ
た
。
米
中

貿
易
戦
争
が
勃
発
す
る
恐
れ

が
世
界
を
揺
さ
ぶ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
フス
テ
ィ
ー
ブ

ン

ｏ
ム
ニ
ュ
■
チ
ン
財
務
長

官
は
５
月
２０
ロ
ギ
一
中
国
ヘ

の
追
加
関
税
発
動
を
保
留
す

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
、
習
主

席
は
デ
ィ
ー
ル

（取
引
）
し

た
の
か

（Ａ
Ｐ
）

る
」
と
述
べ
、
５
０
０
億

′ン
ド

（約
５
兆
４
８
２
０
億
円
）

分
の
中
国
製
品
に
高
関
税
を

課
す
制
裁
案
を
ひ
と
ま
ず
棚

上
げ
に
し
た
。

さ
ら
に
、ト
ラ
ン
プ
氏
は
、

米
韓
首
脳
会
談
（２２
日
）
の
会

談
冒
頭
、
中
国
の
習
近
平
国

家
主
席
が
求
め
る
中
国
通
信

機
器
大
手
「
中
興
通
訊
宍
Ｚ

Ｔ
Ｅ
）
へ
の
制
裁
緩
和
に
前

向
き
な
姿
勢
を
み
せ
た
。

ま
さ
に
、
戦
う
前
に
米
国

が
リ
ン
グ
か
ら
降
り
た
の
で

あ
る
。

「
梶
棒

（
こ
ん
ぼ

う
）
外
交
」
を
看
板
と
す
る

ト
ラ
ン
プ
氏
が
、
な
ぜ
、
こ

の
よ
う
な
居
辱
的
な
方
向
転

換
を
行

っ
た
の
か
。
そ
こ
に

は
、
中
国
と
の
熾
烈
な
戦
い

の
木
、
妥
協
せ
ざ
る
を
得
な

い
事
情
が
あ

っ
た
。

正
恩
氏
は
５
月
７
、
８

日
（
中
国

・
大
連
で
習
氏
と

２
回
目
の
首
脳
会
談
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、
北
朝
鮮
は
１６

日
、
米
国
の
提
示
す
る
大
量

破
壊
兵
器
廃
棄
の

「リ
ビ
ア

方
式
」
に
不
満
が
あ
る
と
、

米
朝
首
脳
会
談
を
再
考
す

る
と
態
度
を
変
え
た
。
北
朝

鮮
が
高
飛
車
に
出
た
の
は
、

中
国
の
バ
ッ
ク
ア
ツ
プ
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ

る
。ト

ラ
ン
プ
氏
は
、
有
利
な

条
件
で
北
朝
鮮
の

「完
全
非

核
化
」
を
行
う
こ
と
で
、
外

交
上
の
得
点
が
挙
げ
ら
れ
る

と
皮
算
用
を
し
て
い
た
。
ト

ラ
ン
プ
政
権
は
仕
方
な
く
、

「リ
ビ
ア
方
式
は
モ
デ
ル
と

し
な
い
」
と
譲
歩
し
、
対
話

の
継
続
を
示
唆
し
た
。

米
中
は
前
述
の
よ
う
に
貿

易
戦
争
を

「
一
時
体
戦
」

し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
２２
日
、

「
（北
朝
鮮
の
）
非
核
化
方

式
は
オ
■
ル
イ
ン
ワ
ン
方
式

が
い
い
」
と
発
言
、
つ
ま
り

「リ
ビ
ア
方
式
で
や
る
」
と

宣
言
し
た
。

明
ら
か
に
、
米
国
が
中
国

と
貿
易
で
譲
歩
し
、
北
朝
鮮

と
の
交
渉
を
有
利
に
進
め
る

「デ
ツ
ト
ル
」

（取
引
）
を

行

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
¨

ト
ラ

ン
プ
氏
と
し
て
は

「米
朝
首
脳
会
談
の
成
功
」

が
最
優
先
な
の
で
あ
る
。
申

国
に
貿
易
で
譲
歩
す
る
が
、

北
朝
鮮
の

「完
全
非
核
化
」

で
は
最
大
限
の
圧
力
を
加
え

た
形
だ
。
ト
ラ
ン
プ
流

の

「梶
棒
外
交
」
で
あ
る
。

ト
ラ

ン
プ
氏
は

「
習
氏

は
、
世
界
ク
ラ
ス
の
ポ
ー
カ

ー

・
プ
レ
ー
ヤ
ー
だ
」
と
評

し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の

最
後
通
告
に
、
習
氏
が
ど
う

出
る
か
。
北
朝
鮮
を
殺
す

も
、
生
か
す
も
中
国
次
第
っ

そ
こ
に
カ
ギ
が
あ
る
。


